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交流の輪が広がります
新しい友好都市 鹿沼市

区
制
6
0周
年
を
迎
え
た
足
立
区
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
、
平
成
4
年
1
0月
1

日
「
区
民
の
日
」
に
、
鹿
沼
市
(
栃
木
県
)
と
友
好
都
市
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

式
典
は
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
で
行
わ
れ
、
都
市
提
携
交
流
協
会
や
鹿
沼
市
の
関
係

者
の
方
な
ど
約
1
8
0
人
が
参
加
。
古
性
足
立
区
長
、
福
田
鹿
沼
市
長
と
鹿
浜
足
立

区
議
会
議
長
、
早
乙
女
鹿
沼
市
議
会
議
長
の
4
人
が
調
印
書
に
サ
イ
ン
。
こ
れ

か
ら
両
区
市
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
の
各
分
野
で
幅
広
く
交
流
を
持
ち
、

お
互
い
の
親
ぽ
く
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

足立区・鹿沼市友好都市提携宣言

足立区と鹿沼市「ま 市民レベルで

の交流事業等を通じ 相互の住民の

深い理解と友情のうえにたつて交流

か続けられてきた

この友好関係を基盤に 各分野に

おける交流と協力を深め 共に住み

よい地域社会の実現と住民の福祉の

増進を目指し 互いの繁栄と発展の

ために 一層努力することを誓う
ここ1こ 双方の議会の賛同の基に

友好都市として提携していくことを

宣言する

平成4 年10 月1日

調
印
ま
で

足
立
区
と
鹿
沼
市
と
の
つ
き

劭
い
は
、
昭
和
5
9年
に
区
が
鹿

沼
巾
板
荷
地
区
に
野
外
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー

ブ
ン
さ
せ
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。そ

れ
以
後
、「
災
害
時
に
お
け

る
相
互
援
助
協
定
」
の
締
結
、

鹿
沼
市
の
さ
つ
き
マ
ラ
ソ
ン
へ

の
参
加
、
区
民
ま
つ
り
で
の
交

流
等
を
経
て
、
こ
の
た
び
の
友

好
都
市
提
携
調
印
と
な
り
ま
し

た
。

お互いの繁栄と発展のためガッチ リ握手をする
古性足立区長( 右)と、福田鹿沼市長( 左)

こ
れ
ま
で
の

足
立
区
の

友
好
都
市
提
携

▽
昭
和
5
7年
1
0月
1
日
、
ぼ
制

5
0周
年
に
、
新
潟
県
ふ
出
町

と
長
野
県
山
ノ
内
町
の
2
つ

の
自
冶
体
と
友
好
都
市
提
携

▽
昭
和
5
9年
1
0月
―
囗
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
ベ
ル
モ
ン
ト
市

と
姉
妹
都
巾
提
携

今
回
の
鹿
沼
市
と
の

都
巾
提
携
は
4
番
目
と

な
り
ま
す
。

10月10日に行われた鹿
沼市民まつり。友好都
市提携を 記念して足立
区から訪問団がパレー
ドに参加しました( 上)
けんらん華麗な彫刻屋
台が次々とくりだしま
す( 左)

↓さ
つ
き
マ
ラ
ソ
ン

↑
泣
き
相
撲

↓
野
の
花
自
然
公
園

鹿
沼
土
↓

さつき の里　

鹿 沼市

「さつき」の展示即売会

縁
の
山
々
や
川
に
囲
ま
れ
た

鹿
沼
市
は
、
そ
の
豊
か
な
自
然

と
。歴
史
、
伝
統
の
も
と
に
栄
え

た
産
業
の
ま
ち
で
す
。

月
本
一
を
諤
る
い
ち
ご
、
二

ラ
、(
ト
ム
ギ
を
は
じ
め
、
こ

ん
に
ゃ
く
、
か
ん
び
ょ
う
、
そ

ば
、マ
イ
タ
ケ
、
さ
と
い
も
な

ど
、
日
々
の
食
生
活
を
よ
り
豊

か
に
し
て
く
れ
る
野
菜
や
穀
物

な
ど
を
生
馬

ま
た
、
鹿
沼
土
と
そ
れ
を
生

か
し
龠
て
ら
れ
た
さ
つ
き
等
の

花
木
を
産
出
。さ
ら
に
、
地
場

産
業
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
建

气

木
工
製
品
、
笥
(
ほ
う
き
)

草
を
材
料
に
し
た
き
び
が
ら
細

工
、
深
岩
石
等
も
特
産
で
す
。

鹿
沼
市
は
、
古
く
日
光
東
照

宮
へ
の
参
拝
の
た
め
の
通
行
道

で
あ
っ
た
例
幣
使
劭
逎
、日
光

西
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
発

達
。
現
在
は
、
高
速
道
路
や
鉄

道
で
里
只
と
短
時
問
で
結
ば
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
有
利
な
地
理

的
条
作
を
生
か
し
て
工
業
団
地

や
流
通
セ
ン
タ
ー
を
整『

豊

か
な
自
然
の
な
か
に
活
力
あ
る

産
業
が
思
吹
き
、
質
の
高
い
雨

民
生
活
か
営
ま
れ
る
ぶ
ど
り

の
生
活
都
市
″
を
目
桁
し
て
い

ま
す
。

「さつき祭り
」のメイン会場

となる市営花木センター

面 積313, 3B8

人 口90, 剛3 人(
平成2 年国勢調査)

市の花 さつき
市の木 杉

< みどころいっぱい>
前口光県立自然公園の高原、渓( けい) 谷、古
峯神社、加蘇山神社、彫 刻用台 展示収蔵施設、
木のふるさと伝統工芸館、川上澄生美術館、
農業公社、花木センター、千千山公園、野の
花自然公園、シャクナゲパーク等

花市口月21囗) 、板茴あんば樣〔3月上旬〕、

福祉まつり( 4月下旬) 、さつきマラソン大会

〔5月中句〕、花火大会( 5月末) 、さつきまつ
り( 5月末～6月上旬) 、泣き相僕( 9月) 、秋

祭り( 10 月9 、10H) 、 盆 栽 まつ り( H 月 上旬21

夕やけ放送は11月から1 月まで午後4 時になります。≪ 少年課≫

市沼
一
豐
'
i
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本 庁 舎( 千 住) へ の お 問 い 合 わ せ は …

3882- 1111( 代)
本 庁 舎 以 外 へ の お 問 い 合 わ せは
そ れぞ れ の 電 話 番 号( 緑 色) へ 。l

年

金

6
0歳
説
明
会

年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給

手
続
き
に
つ
い
て
、6
0歳
を
迎

え
た
方
を
対
象
に
、
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

日
時
H

月
2
7日
(
金
)
、午
前

1
0時
と
午
後
2
時
の
2
回

鳩
所

中
央
本
町
庁
舎
3
階
会

議
室

対
象
昭
和
7
年
1
2
月
2
日
～
　

8
年
1
月
1
日
生
ま
れ
の
方

寮
対
象
者
に
は
、
別
に
通
知
し

ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
屎
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

保
険
料
は
年
末
調
整
の

所
得
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す

国
民
年
金
の
加
入
者
が
納
付

し
た
保
険
料
は
、
そ
の
金
額
が

「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対
象

と
な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
現
在
国
民
年
金
の
第
3

号
被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
の
う
ち
、

今
年
、
第
1
号
被
保
険
者
と
し

て
自
分
で
保
険
料
を
納
付
し
た

方
は
、
納
付
し
た
保
険
料
の
金

額
を
、
夫
が
年
末
調
整
の
際
に

提
出
す
る
「
保
険
料
控
除
申
告

書
」
に
記
入
す
れ
ば
。
控
除
さ

れ
ま
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
基
金
の
掛
金
に
つ

い
て
も
全
額
「
社
会
保
険
料
控

除
」
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
加
入
さ
れ
た

各
国
民
年
金
基
金
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

お
済
み
で
す
か

国
民
年
金
加
入

・
喪
失
手
続
き

会
社
を
や
め
て
厚
生
年
金
の

資
格
を
喪
失
し
た
方
は
、
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

国
民
年
金
は
、
お
と
し
よ
り

に
な
っ
た
と
き
の
ほ
か
、
障
害

者
や
ほ
子
世
帯
に
な
っ
た
と
き

に
、
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
3
年
4
月
か
ら

は
、2
0歳
以
上
の
学
生
の
方
も

在
学
中
の
ヶ
が
・
病
気
に
よ
る

障
害
に
対
し
て
、
障
害
年
金
の

受
給
や
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
や
満
額
の
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
資
格
期
間
を
確

保
す
る
た
め
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

次
に
該
当
す
る
方
も
、
加
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
日
本
国
内
に
庄
ん
で
い
る
自

営
業
者
な
ど
と
そ
の
配
偶
者

で
、2
0歳
以
上
6
0歳
未
満
の

方
▽
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加

入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
で
、2
0歳
以
上
6
0歳
未

尚
の
方

ま
た
、
厩
外
に
居
住
し
て
い

る
日
本
人
の
方
な
ど
は
、
希
望

に
よ
り
国
民
年
金
に
加
入
で
き

ま
す
。

今
ま
で
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
た
方
が
、
新
た
に
会
社
等

に
動
め
て
厚
生
年
金
に
加
入
し

た
と
き
は
、
国
民
年
金
を
や
め

る
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま
だ

手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、

国
民
年
金
課
ま
た
は
区
民
事
務

所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
屎
適
用
係

S
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

今
月
は
老
齢

福
祉
年
金
の

支
払
い
月
で
す

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
方
は
、H
月
H
日
(
水
)
か
ら

指
定
の
郵
便
局
で
支
払
い
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

郵
便
局
へ
持
参
す
る
も
の

▽
年
金
証
書
(
緑
色
の
手
帳
)
　

▽
印
か
ん

▽
代
理
人
が

支
払
を
受
け

る
と
き
は
、

代
理
人
の
印

か
ん

問
合
せ
先

中

央
本
町
庁
舎

・
国
民
年
金

課
給
付
係

昔
(
3
8
8
　

0
)
5
1
6

表1 高齢者地域実態調査地域

福

祉

該当する方は申請を

児 童 扶 養 手 当

持別児童扶養手当

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
に
支

給
し
ま
す
。

・
児
童
扶
養
手
当

1
8歳
未
満
(
中
度
以
上
の
障

害
の
あ
る
児
童
は
2
0歳
未
満
)

で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に

あ
る
児
童

▽
父
母
が
離
婚
▽
父
親
が

死
亡
▽
父
親
が
生
死
不
明

▽
父
親
に
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る
▽
父
親
が
法
令
に
よ

り
1
年
以
上
拘
`
t
さ
れ
て
い
る

▽
父
親
が
い
な
い
(
母
観
が
婚

姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児

童
で
、
父
観
か
ら
認
知
さ
れ
て

い
な
い
)

▽
父
親
が
重
度
の

障
害
(
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2

級
程
度
)

※
次
に
該
当
す
る
方
に
は
、
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
所
得
が
制
限
額
以
上
の
方

▽
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方

▽
児
童
が
父
母
の
死
亡
等

に
よ
り
公
的
年
金
を
受
給
し
て

い
る
、
袤
た
は
加
給
対
象
と
な

っ
て
い
る

▽
児
童
が
施
設
に

入
所
し
て
い
る

手
当
月
額

▽
児
童
人

・
:
3
　

万
8
千
2
2
0円(
所
得
が
一
定

額
以
上
の
方
は
、2
万
5
千

5
9
0
円
)

▽
2
人
目
は
5
千

円
、3
人
目
以
降
は
2
千
円

加
算

寮
昭
和
6
0年
8
月
1
日
以
降
に

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に

該
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
方

は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
5
年

。

以
上
手
当
の
請
求
を
し
な
か
っ

た
場
合
、
認
定
請
求
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

2
0歳
未
満
で
、
心
身
に
重
度

ま
た
は
中
度
の
障
害
が
あ
り
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児

童
。▽

精
神
薄
弱
で
、愛
の
手
帳

l
～
3
度
程
度
▽
身
体
障
害

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
1
～
3

級
程
度

※
次
に
該
当
す
る
方
に
は
、
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
所
得
が
限
度
額
以
上
の
方

▽
児
童
が
障
害
を
理
由
と
す
る

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る

▽
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い

る手
当
月
額

▽
重
度・
:
4
万
6
　

千
3
9
0円

▽
中
度
…
3
万
9
3
0
　

円
申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

早
住
ご
児
童
助
成
係

高
齢
者
地
域

実
態
調
査

高
齢
者
の
世
帯
に
適
切
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ

う
、
福
祉
事
務
所
で
は
実
態
調

査
を
行
い
ま
す
。
調
査
は
。
福

祉
事
務
所
の
家
庭
奉
仕
員
が
お

宅
を
訪
問
し
て
行
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
を
変
え
て
毎
年
行
う

予
定
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
対
象

原
則
と
し
て
7
5歳

以
上
の
1
人
暮
ら
し
、
ま
た

は
夫
婦
の
み
の
世
帯

調
査
期
間
1
2
月
～
平
成
5
年
　

2
月

調
査
地
域

表
1
の
と
お
り

問
合
せ
先

各
福
祉
事
務
所
高

齢
者
援
護
係

表2 年末調整説明会会揚

時周は、いずりも午後1B30分～4時

税

金

年
末
調
整
の

説

明

会

区
と
税
務
署
で
は
、
年
末
調

整
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

給
与
関
係
事
務
を
担
当
す
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご

出
席
く
だ
さ

い
。
な
お
、
車

で
の
ご
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

日
時
・
場
所
　

表
2
の
と
お

り
問
合
せ
先

中

央
本
町
庁
舎

・
特
別
徴
収

係

登
(
3
　
8
8
0
)
5
　
0
9
1

、
足

立
税
務
署
　

き
(
5
6
1
　
6
)
2
7
2

2
、西
新
井
税
務
署

昔
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

生
活
環
境

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
庄
ま
い
の
方

に
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工

事
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

表
3
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
眥
分

室
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

な
お
。
水
洗
化
工
事
の
融
資

あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
整
課
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表3 水 洗化可 能地域

教

育

就
学
時
健
康
診
断

を
実
施
し
て
ま
す

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学

す
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
「
就

学
時
健
康
診
断
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

保
護
者
あ
て
の
通
知
書
は
1
0

月
中
旬
に
発
送
済
み
で
す
。
指

定
さ
れ
た
日
時
・
場
所
で
忘
れ

ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
区
立
小
学
校
に
入
学

を
希
望
す
る
外
国
人
の
方
は
、

お
子
さ
ん
の
外
国
人
登
録
証
明

書
(
手
帳
)
を
持
参
し
、学
事
第

一
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
　

・
保
健
給
食
係
ま
た
は
学
事

第
一
係お

し
ら
せ

首
都
高
速
6
号
線

全
面
通
行
止
め

の
お
知
ら
せ

首
都
高
速
6
号
向
島
線
が
、

補
修
工
亊
の
た
め
全
面
通
行
止

め
に
な
り
ま
す
。

日
時
H

月
M
日
、
午
前
O
時

～
1
9日
(
6
日
間
)

区
間
両
国
～
堀
切
【
‥
‥
】
㎞
)

問
合
せ
先

首
都
高
速
道
路
公

団

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
昔
0
　
1
2
0
(
1
3
7
)
8
4
6

中
央
本
町
庁
舎
・
計
画
調
整
。

課
(
3
8
8
0
)
5
2
0
1

西
新
井
区
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
申
し

込
み
抽
選
会

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

貸
し
出
し
開
始
日
が
、利
用
日

の
1
年
前
か
ら
に
変
わ
り
ま
し

た
。こ
れ
に
伴
い
、使
用
申
し

込
み
の
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
1
2
月
2
日
(
水
)
、午
前
　

1
0
時
～
1
0
時
3
0
分

対
象
と
な
る
利
用
月
平
成
5
　

年
1
0
月
～
1
9
一
月

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

西

新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

(
3
8
5
2
)
3
2
5
1

11月5 日

「足立60 景」年賀用

エコーはがき発売

区
制
6
0周
年
を
記
念
し
て

「
足
立
6
0景
」
を
デ
ザ
イ
ン
し

た

。エ
コ
ー
は

が
き
″
を
作
成

し
ま
し
た
。

1
1
月
5

日
(

木
)
か
ら
区
内

お
よ
び
隣
接
区

の
郵
便
局
で
発

売
し
ま
す
の
で

年
賀
状
と
し
て

ご
利
用
く
だ
さ

い
。
そ
の
際
、

料
額
印
面
(
切

手
欄
)
の
下
に

赤
字
で
「
年
賀
」

と
書
き
1
2月
1
5

日
か
ら
2
4日
ま

で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

絵
柄
お
よ
び
発
売
枚
数

「
西

新
井
の
風
景
」…
2
5万
枚
、

「
荒
川
(
虹
の
広
場
)
寸
:
2
5
　

万
枚
、
2
種
合
計
5
0万
枚
、

売
り
切
れ
の
際
は
ご
容
赦
く

だ
さ
い

発
売
価
格
1

通
3
6円
(
通
常

の
4
1円
は
が
き
よ
り
5
円

安
)
A

広
報
課
V

休
館
の

お
知
ら
せ

休
館
施
設
等
は
表
4
乃
淞

お
り
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ほ
か
の
施
設
を
'
に

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)

・
生
汪
教
育
推
進
課

表4 休館施設一覧

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
家
事
家
計
講
習
会
H
月

1
3
日
(
金
)
、
午
前
1
0
時～
H

時
3
0分
/
青
年
セ
ン
タ
ー
/

参
加
費
4
0
0
円
、
託
児
券
(
軽

食
、
保
険
料
)
S
円
(
予
約

制
)
/
小
林

　
(
3
8
8
7
)
0
4
6
1

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

☆
第
1
6回
花
さ
く
バ
ザ
ー
H

月
2
2日
(
日
)
、午
前
1
0時
3
0

分
～
午
後
2
時
/
都
立
足

立
養
護
学
校
/
石
け
ん
、
食

器
、
お
も
ち
や
、
本
な
ど
の

バ
ザ
ー
用
品
を
募
集
中
/
花

畑
共
同
作
業
所

昔
(
3
8
5
8
)
9
2
3
4

掲
示板

・
無
料
法
律
・
公
証
・
法
務

総
合
相
談

日
時
H

月
1
2・
1
3日
、
午

前
1
0時
～
午
後
4
時
(
受

け
付
け
は
午
後
3
時
3
0分

ま
で
)

場
所

東
京
都
児
童
会
館

(渋
谷
区
渋
谷
1
-
1
8
-

6
4
)

内
容
法
律
に
関
す
る
も
　

の
、公
正
証
書
(
選
一
t
軅
)
　

の
作
成

、
人
権
問
題
(

い
　

じ
め
、体
罰
含
む
)
、登
記

、

戸
籍
、国
籍
、供
託
な
ど
`

秘
密
厳
守

同
合
せ
先

東
京
法
務
局
人
　

権
擁
護
部

昔
(
3
2
1
4
)
6
2
3
1

″
第
3
7回
無
料
調
停
相
談

日
時
H
月
2
0
日
(
金
)
、午
　

前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
3
時

場
所

西
武
百
貨
店
池
袋
店

(
7
階
・
く
ら
し
の
相
談

コ
ー
ナ
ー
)
ほ
か

内
容

調
停
の
申
立
て
方
、

進
め
方

問
合
せ
先

膓
日
本
調
停
協

会
連
合
会

(
3
2
6
4
)
8
1
1
1

◆ ' 92第1 回北足立市場ふれあいまつり 11月14日( 土) 、午前10時30分 ～午後3 時30分/ 北足立市場( 入谷6- 3- 1) 　3857- 7000
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健

康

糖尿病、予防も治療

も あ な た が 主 役

糖 尿 病 週 間
11月9 日～15日

糖
尿
病
は
、失
明
、
腎
障
害
、

神
経
障
害
(
シ
ビ
レ
や
痛
み
)
、

感
染
症
な
ど
、
多
く
の
合
併
症

を
ひ
き
お
こ
し
や
す
い
恐
ろ
し

い
病
気
で
す
。

4
主
な
原
因

▽
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
体

・質

▽
食
べ
過
ぎ
、飲
み
過
ぎ
。

運
動
不
足

▽
精
神
的
、
身
体

的
ス
ト
レ
ス

・
主
な
症
状

▽
食
欲
が
あ
り
、
す
ぐ
空
腹

を
感
じ
る

▽
菓
子
類
、
特
に

甘
い
も
の
を
好
む

▽
太
っ
て

く
る

▽
疲
れ
や
す
く
、
の
ど

が
乾
き
や
す
い

・
糖
尿
病
と
の
上
手
な
つ
き
あ

い
方▽

食
べ
過
ぎ
に
注
意
す
る

▽
適
度
に
体
を
動
か
す

▽
医

師
の
指
示
に
従
う

糖
尿
訶
は
食
生
活
と
密
接
な

関
係
が
あ
る
の
で
、
常
に
食
生

活
に
注
意
し
予
防
を
第
一
に
心

掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

保
健
所
。保
健
相
談
所
で
は
、

管
理
栄
養
士
が
食
事
に
関
す
る

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
電
話

で
予
約
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

突
然
死
予
防

教
室
(
3
日
制
)

働
き
ざ
か
り
を
襲
う
突
然
死

の
原
因
は
、
虚
血
性
心
疾
患
・

脳
血
管
疾
愚
か
上
位
を
占
め
て

い
ま
す
。健
康
づ
く
り
に
心
が

け
、突
然
死
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

日
時
H
月
1
8
・
2
5
日
・
平
成
　

5
年
2
月
3
日
、午
後
1
時
　

3
0
分
～
3
時
3
0
分

対
象

区
内
在
住
の
方

定
員
4
0
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足

立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

食
生
活
講
演
会

腰

痛

・
骨

粗

鬆

症

に

な

ら

な

い

た

め

に

日
時
H

月
1
6日
(
月
)
、午
後

2
時
～
4
時

講
師

吉
村
ゆ
か
り
氏
(
慶
應

義
塾
大
学
医
学
部
医
師
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

精
神
保
健
講
演
会

ス
ト
レ
ス
と
う
つ

～
自
分
ら
し
さ
を
取
り

戻
し
た
い
あ
な
た
へ
～

仕
鄒
に
行
く
の
が
つ
ら
い
、

眠
り
が
浅
い
な
ど
、
ど
こ
か
お

か
し
い
と
思
い
な
が
ら
対
処
で

き
な
い
方
に
、
わ
か
り
や
す
く

お
話
し
ま
す
。

日
時
H
月
H
日
(
水
)
、午
後
　

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
方

講
師

奥
山
哲
雄
氏
(
竹
の
塚

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

う
つ
専

門
医
)

定
員
7
0
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足

東

立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

保
健
所
セ
ミ
ナ
ー

自
分
ら
し
さ
の
発
見

～
今
か
ら
築
く

自
分
の
老
後
～

日
時
・
内
容
・
講
師

表
5
の

と
お
り

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
方

定
員
・
費
用
5
0
人
(無
料
)

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足

立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

幼

児

の

性
教
育
教
室

「
ど
う
し
て
マ
マ
に
は
オ
チ

ン

チ

ン

が

な
い

の
?

」

性
の
話
は
苦
手
と
思
っ
て
い

る
お
母
さ
ん
。
性
教
育
は
、
命

や
愛
の
尊
さ
を
教
え
る
大
切
な

人
間
教
育
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
一
緒
に

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
1
2
月
1
0
日
(
木
)
、午
後
　

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

対
象

幼
児
(
3
歳
児
以
占
　

の
親

講
師

坂
本
玄
子
氏
(
文
教
大

学
短
期
大
学
部
講
師
)

定
員
5
0
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足

立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

表5 保健所セミナーデ
イ
ケ
ア

通
所
者
募
集

(
生
活
相
談
教
室
)

日
時
・
場
所

表
7
の
と
お
り

対
象

精
神
科
に
通
院
中
の
区

民
内
容

社
会
復
帰
へ
の
準
爾
、

対
人
関
係
の
訓
練
(
ス
ポ
ー

ツ
、
料
理
、
ゲ
ー
ム
等
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

各
保
健
所

・
保
健
相
談
所

表7　生活相談教室 日程ご
協
力
く
だ
さ
い

1
1月
の
献
血

日
程

表
6
の
と
お
り

受
付
時
間
い
ず
れ
も
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分
(
辰
　

食
・
休
憩
時
間
を
除
く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

本
庁
舎
宇
住
)
・
保
健
予
防

係

表6　 献血の日程

募

集

4
.
5
坪
の
家
庭
菜
園

区
民
農
園
の

利
用
者
募
集

区
民
の
皆
さ
ん
に
、
野
菜
づ

く
り
を
通
し
て
、
土
や
緑
に
親

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
利
用

者
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

募
集
す
る
農
園

表
8
の
と
お

り
利
用
期
開

平
収
5

年
3
月
朷

旬
～
平
成
6

年
2

月
下
旬

申
込
資
格

区
内
在
住
で
耕
作

地
が
な
く
、
園
芸
に
熱
意
の

あ
る
世
帯

利
用
条
件
等

▽
野
菜
や
草
花

の
栽
培
に
限
り
ま
す

▽
種

苗
や
肥
料
な
ど
は
自
己
負
担

で
す

▽
農
具
は

、
各
農
園

に
多
少
用
意
し
て
あ
り
ま
す

▽
水
道
、
ト
イ
レ
な
ど
は
あ

り
ま
す

運
営
費
5

千
円
(

返
還
し
ま

せ
ん
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
希

望
す
る
農
園
名
、世
帯
主
名
、

住
所

、
家
族
全
員
の
氏
名
・

年
齢

、電
話
番
号
を
明
記
(
返

信
用
(
ガ
キ
に
も
住
所
、
氏

名
を
記
入
の
こ
と
)
現
在
利

用
中
の
方
は
、
こ
れ
ま
で
の

区
画
番
号
も
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。ま
た
、6
0歳
以
上
の
方

が
利
用
す
る
世
帯
の
方
は
。

「
老
人
コ
ー
ナ
ー
希
望
」
と

記
入
し
て
く
だ
さ
い
(
一
般

よ
り
当
選
率
が
優
遇
さ
れ
ま

す
)

※
申
し
込
み
は

、I

世
帯
1

通
に
限

り
ま
す

。

申
込
期
限
H
月
　

2
4
日
消
印
有
効

公
開
抽
選
1
9
一
月
　

9
日
、午
前
9
　

時
～
正
午
、中
　

央
本
町
庁
舎
3
0
2
　

・
3
0
3会
議
室

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

・
農
産
係

〒

1
2
0中
央
本
町
1

-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
8

表8　募集する区民農園

商
業
経
営

近
代
化
講
座

歳
末
商
戦
を
目
前
に
控
え

て

、
販
売
促
進
に
テ
ー
マ
を
絞

っ
た
講
座
で
す

。

日
時
H

月
1
3
日
(
金
)
、
乍
後

1
時
3
0
分
I
3

時
3
0
分

場
所

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

対
象

商
業
者
お
よ
び
関
心
の

あ
る
方

テ
ー
マ

「
販
売
促
進
ア
イ
デ

ア
百
科
・・・
繁
盛
店
は
こ
こ
が

違
う

」

講
師

小
林
章
氏
(

小
林
総
合

経
営
販
売
研
究
所
長
)

定
員

匐
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

㈱
足
立
都

市
活
性
化
セ
ン
タ
ー

(
5
2
4
4
)
7
L
3
7
Q

り

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
た
め
の

英
会
話
教
室

外
国
の
方
を
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
さ
せ
た
い
が
、
少
し
会
話

に
不
安
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
方
、
英
会
話
教
室
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

日
時
1
2
月
1
日
～
2
5
日
の
　

毎
週
火
・
金
曜
日
(
全
8
　

回
)
、午
後
6
時
～
8
時

場
所

産
業
振
興
館

対
象

区
内
在
住
の
方

定
S
2
0
人
(
I
ク
ラ
ス
1
0
　

人
で
2
ク
ラ
ス
制
)

受
講
料
2

千
円

申
込
方
法
H
月
5
日
～
H
　

日
ま
で
電
話
ま
た
は
窓
口

申
込
・
問
合
せ
先

附
国
際

観
善
協
会
(
区
役
所
仲
町

分
室
)3

8
8
2
T
1
1
1
　

㈹

みんなの健康
足 立 保 健 所 　3855- 4151
干 佳 保 健 所 　3888- 4277

江 北 保 健 相 麟
所 　389640( M

東 和 保 健 相 破 所 　3606- 4171
中 央 本 叨 像 健 相 談 所 　3880- 5351
本庁舎( 干住)・保健予防係 　3882- 1111 ㈹

東京都・特別区駐車場整
備基金、融資のあっせん

自転車駐輪場も対象に

こ
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

て
1
年
。区
内
で
の
利
用
は
、
9

件
(
7
0
7台分
)
で
、
融
資

額
は
約
1
6億
2
千
万
円
に
な

り
ま
す
。

1
1月
1
日
か
ら
、
民
間
に

よ
る
自
転
車
駐
輪
場
の
整
備

も
、
融
資
あ
っ
せ
ん
の
対
象

に
な
る
の
で

、
ご
利
用
く
だ

さ
い

。

・

融
資
あ
っ
せ
ん

対
象
者

区
内
で
駐
車
場
・

駐
輪
場
を
整
備
し

、
継
続

し
て
事
業
を
営
む
方
で

、

確
実
な
事
業
計
画
お
よ
び

返
済
能
力
を
有
す
る
方

対
象
駐
車
場
・
駐
輪
塲

▽
駐
車
場
・
:
3
0
0㎡
以
上

、

ま
た
は
2
0
台
以
上
駐
車
で

き
る
規
模
で

、
月
極
め
お

よ
び
一
時
預
か
り
駐
車
場

▽
駐
輪
場
・
:
収
容
台
数
5
0
　

台
以
上
の
駐
輪
場
(

バ
イ

ク
を
含
む
)

融
資
利
率

年
4
.
0
%

融
資
期
間
1
5

年
以
内
(

据

匱
期
間
1

年
を
含
む
)

融
資
対
象
費
用

解
体
費
、

用
地
取
得
費
、
消
費
税
を

除
く
建
設
費

融
資
限
度
額

▽
駐
車
場
…

1
台
に
つ
き
5
0
0万
円
以
内

▽
駐
輪
場
・・・
1
台
に
つ
き

3
5万
円
以
内

寮
道
路
等
の
地
下
を
利
用
す

る
場
合
は

、
そ
れ
ぞ
れ
限
度

額
が
2

倍
に
な
り
ま
す

。

・

利
子
補
給
(
駐
車
場
の
み
)

対
象
駐
車
場

融
資
あ
っ
せ

ん
を
受
け
た
駐
車
場
の
う

ち

、
5
分
の
3
以
上
が
時

間
貸
し
の
駐
車
場
(

平
面

式
駐
車
場
を
除
く
)

補
給
率

年
1
.
0
%
(た
だ
し
、

道
路
等
の
地
下
を
利
用
す

る
都
市
計
画
駐
車
場
は

、

年
2
.
0
%
)

補
給
期
間
5

年

※
こ
れ
ら
の
ほ
か
に

、
第
三

セ
ク
タ
ー
や
公
社
(
東
京
都

ま
た
は
特
別
区
が
3
分
の
1

以
上
出
資
す
る
も
の
)

を
対

象
と
す
る

、
特
別
融
資
制
度

が
で
き
ま
し
た

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
・
駐
車
場
対
策

● 年 賀 はがき発売中　平成5年用年賀はがき( お年玉つき) を区内各郵便局で発売中です。≪郵便局≫
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福
祉
機
器
展

足
立
あ
い
あ
い
公
社
で
は
、

日
常
の
生
活
に
役
立
つ
福
祉
機

器
、
介
護
用
品
の
展
示
会
を
閧

催
し
ま
す
。ま
た
、
介
護
教
室

・
・
講
演
会
も
同
時
に
行
い
ま

す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

・
機
器
展
示

日
時
H

月
1
4日
・
1
5日
、午

前
1
0時
～
午
後
4
時

亜
介
護
教
室

日
時
1
1
月
1
4
日
工
)
、午
後
　

2
時
～
3
時
3
0
分

講
師

斎
藤
い
し
氏
(
都
立
駒

込
病
院
外
来
相
談
)

・
講
演
会

日
時
1
1
‥
月
1
5
日
(
日
)
、午
後
　

2
時
～
3
時
3
0
分

演
題

ね
た
き
り
に
な
ら
な
い

た
め
に

講
師

前
田
孝
弘
氏
(

足
立
保

健
所
保
健
予
防
課
長
)

場
所

勤
労
福
祉
会

館
2

階

(
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
)

問
合
せ
先

剛
足
立
あ
い
あ
い

公
社(

3
8
5
6
)
0
2
7
4

水
と
緑
の
写
真コ

ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

暮
ら
し
に
安
ら
ぎ
や
潤
い
を

も
た
ら
す
水
や
緑
。
生
活
の
中

に
生
き
る
水
や
緑
の
一
場
面
を

写
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
力
作
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

区
内
在
住
・
在
動

・
在
学
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

応
募
規
定

▽
1
年
以
内
に
区

内
で
撮
影
し
た
自
作
未
発
表

の
作
品

▽
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
四
ツ
切
り
サ
イ
ズ

※
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
賞
作
品
は

ネ
ガ
を
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
要
領

「
応
募
票
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
作

品
の
礙
に
は
り
つ
け
、
直
接

持
参
ま
た
は
郵
送

※
応
募
票
は
応
募
先
に
あ
り
ま

す
。

応
募
先

水
と
緑
の
・公
社
、
ま

た
は
区
内
写
真
材
料
商
業
協

同
砠
合
加
盟
写
真
店

表
彰

最
優
秀
I
点
、
優
秀
3
　

点
、
入
選
1
0点
、
佳
作
2
0点

寮
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
さ

し
あ
げ
ま
す
。

応
募
期
限
H

月
3
0日

問
合
せ
先

水
と
緑
の
公
社
計

画
課

〒
1
2
0
綾
瀬
2
-
3
0
1
6

(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

西
都
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

と
ん
が
り
ぼ
う
し
カ
ー
ニ
バ
ル

今
年
の

。と
ん
が
り
ぼ
う
し

カ
ー
ニ
バ
ル
″
は
、
地
域
の
方

達
と
と
も
に
、
一
段
と
広
が
り

を
も
ち
開
催
し
ま
す
。
テ
ー
マ

は
『
創
れ
、
共
有
空
間
乙

愉

快
な
仲
間
た
ち
と
の
心
温
ま
る

ふ
れ
あ
い
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

当
日
は
、
セ
ン
タ
ー
の
。愛
称

発
表
"
も
行
い
ま
す
。

日
時
H

月
1
5日
(
日
)
、
午
前

1
0時
I
午
後
3
時

場
所

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー

谷
在
家
3
-
1
3
1
　
I
(

東
武
バ
ス
都
市
農
業
公

園
行
き
バ
ス
、
上
鹿
浜
下
車

徒
歩
8
分
、皿
沼
循
環
谷
在

家
一
丁
目
下
車
徒
歩
5
分
)

※
当
日
は
、
身
体
の
不
自
由
な

方
を
対
象
に
リ
フ
ト
付
き
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
内
容

神
輿
(
み
こ

し
)
の
競
演
、
流
し
踊
り
、

太
鼓
、
バ
ザ
ー
模
擬
店
、
作

品
即
売
、
紙
す
き
。
陶
芸
等

の
実
演
、
車
イ
ス
ラ
リ
ー
、

ピ
エ
ロ
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
、ロ
ッ
ク
、ゲ
ー
ム
、

セ
ン
タ
ー
の
愛
称
発
表
等

問
合
せ
先

西
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い

。

イ
ー
ス
ト
ウ
エ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

よ
う
こ
そ
　
ほ
ほ
え
み
交
差
点

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
で
は
、
セ
ン
タ
ー
祭
イ
ー
ス

ト
ウ
エ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
閧
催
し
ま
す

。

日
時
H
月
8
日
百
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
3
時

場
所

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
(
イ
ー
ス
ト
ウ
エ
ー

ブ
)

神
明
南
2
1
6
1
1
8
　
(

北
綾
瀬
駅
下
車
徒
歩
1
5分
)

※
移
動
困
難
な
方
は
リ
フ
ト
付

き
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

竹
の
塚
障
害
福
祉
会
館
、
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、稜
瀬
駅

、
北
千
住
駅
、
花
畑
方
面
、
青
井

方
面
と
当
セ
ン
タ
ー
聞
の
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
便
を
連
行
丿
定
。

内
容

バ
ザ
ー
、
模
擬
店
、
喫

茶
呎

展
示
、「
ご
一
緒
に
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
」(
紙
す

き
、
ロ
ウ
ソ
ク
、
ア
ン
デ
ル

セ
ン
、籐
小
物
な
ど
)
、葛
西

ば
や
し
、
手
品
、
フ
ル
ー
ト

と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト
、

お
も
ち
や
図
濳
館
な
ど

問
合
せ
先

東
部
障
害
福
祉
総

向
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

情 報 コ ー ナ ー

青 年セ ンタ ーの 催 し
子育てを応援します

11月の子育てサロン

子育てについて、若いお母さん
同 士の自由なおし ゃべりのサロン
です。
日時H月18日( 水) 、午前10時～　
正午
費用 無料
申込方法 当日直接会場へ

子育 て教室/ 第6 回
手 作 り ク リ ス マ ス

むかあさんが幼児のために手作
りで準備するクリスマスの品々。
日時11月25日( 水) 、午前10時～　
正午

定員20 人( 先着順)
費用400 円( 材料費)
申込方法11 月10日午前9 時から
電話

※ お子さんの保育を行います。お
問い合わせください。

映像で 見る世 界/ 第18回
難民 って何だろう

カンボジアやユ ーゴスラビアな
どからの報道で難民の人々の大変
な暮らし ぶり が伝えら れてい ま
す。なぜ難民 が生まれるのか。わ
たしたちができることは阿なのか
を考えます。

日時11月18日( 水) 、午後7時～　
9 時

内容UNHCR( 国連難民高等
弁務官事務所) 作成のビデオ上
映
費用 無料
申込方法 当日直接会場へ

国際講座
私たちの隣国を 知る

日本と 歴史的に 大 変 関係の深
い韓国・朝鮮について歴史・文化
を学び、そして料理の体験を通し
て出会います。
日時11月29日( 日) 、午後2時～　
8 時

対象 高校生以上の方
内容 レ講演「歴史を学ぶ」 　映
像による文化の紹 介 に>料理の
体験

定員50 人( 先着順)
費用1000 円( 材料費)
申込方法 電 話

いずれも一
場所・申込・問合せ先 青年セン
タ ー 　3890 ―0061

生 涯学習推進期間特別講演会

(住区センター管理運営委員会
委員向け研修会)

地域の〝学び〟と

コミュニケーション
地域における学びは、人々のコ

ミュニケーションを広げます。そ
の楽しさと重要性について「おも
しろアイデア」を通して考えます。
日時11月18日( 水) 、午後6時30　
分～

場所 竹の筱センター4 階ホール
対象 区内在住・在勤・在学の方
講師 薗田碩哉氏( 獅日本レクリ
エ ーション 協会人材 閧 発本部
長)

申込方法 当日台場へ
主催 住区センタ ー委員長連絡協
議会

後援 足立区・足立区教育委員会
問合せ先 中央本酊庁舎・コミュ
ニティ推進課 　3880- 5199

消費者講座/ スライド& ト ーク

レンズを通してみた
地球環境破壊

大量生産を支える大量消費、そ
の結果としての大量廃棄・エネル
ギー浪費といった暮らし 方が、環
境をど のように 破壊し てゆくの
か。取材者の目で見た今日の汚染、
環境破壊の実態を、日本と世界各
地の現場で撮影した映像で話をし
ます。
日時12月2日・9日( 2回シリ　
一匹、いずれも午後1時30分～　
3時30分

場所 エル・ソフィア
講師 中村晤郎氏( 報道写真家)
費用 無料
申 込方法 電話
申込・問合せ先 消費者センター

3880- 5385

男性改造構座公開フォーラム

よりよい
夫 婦 関 係 を も と め て

今、女性が、そして女性と男性
をめぐる状況が大きく変化してい
ます。この女性の変化に、男性は
どのように対応していくのか。さ
らに2 人にとって、よりよい夫婦
関係( パート ナーシップ) を創っ
ていくには、どうしたらよいのか
を考えます。女性の方もぜひご参
加ください。

日時11月25日( 水) 、午後6時30　
分～9時

ゲスト 宮淑子氏( フリージ ャー
ナリスト) 、田中喜美子氏( 雑誌
「わいふ」編集長) 、津田正夫氏
( NHK 名古屋放送局放送セン
タ ー、チーフ ・プロデューサー)
定員50 人( 先着順)
申込方法 電話またはハガキに住
所、氏名、年齢、職業を明記

費用 無料
場所・申 込・問合せ先 女性総合セ
ンタ ー 〒123 梅田7- 33- 1　
エル・ソフィア内「男性改造」係

3880 ―5222

あだち女性大学公開講座

夫と妻が向かいあう時
講師　円より子氏

同じ家に住んでいる夫婦だから
といって、心の通い合う間柄とな
っているでしょうか。近年、永年
連れ添 った夫婦の離婚が増加して
きています、夫と妻が向かいあっ
た時、お互いを支えるいい関係を
創るために、今、何を語るか、ご
一緒に考えてみましょう。講師に
は現代家族問題研究所代表で、二
コニコ離婚講座を主宰している円
より子氏をお迎えします。
日時11月24日( 火) 、午後6時45　
分～8時15分

定員200 人( 抽選)
※ 2 歳から学齢前のお子さんをお
預りし ます。申し込みハガキにお
子さんの名前、生年月日をお書き
ください。
申 込方法 往復ハガ キに住所、氏
名、年齢、職業、電話番号、「女
性大学公開講座」と明記

申 込期限11 月14日必着
費用 無料
場所・申込・問合せ先 女性総合セ
ン ター 〒123 梅田7- 33- 1　
エ ル・ソフィア内「女性大学」係

3880 ―5222

秋 の ス タ ーウ ォ ッチ ン グ

秋は空気が澄んで星がとても良
く見え る季節です。プ ラネタリウ
ムでない本物の星をやさしい解説
つきで見てみませんか。さらに天
体望遠鏡で月面や土星の環を見て
みまし ょう。
地上にいても気分は毛利さん?

日時11月12日・13日、いずれも　
午後6時～7時30分

場所 し ょうぶ沼公園少年野球場
対象 区内在住・在動・在学の方
( 小学生以下は保護者同伴)

費用 無料
申 込方法 前日までに電 話
申 込・問合せ先 水と緑の公社環
境保全課 　3838- 8126

版 画 教 室
日時11 月27日・28日( 2 日間)
場所 老人会館( 西保木間4-　9

―1)
対象60 歳以上の区民の方
内容 年賀状用版画の作り方を学
びます

定員30 人( 多数の場合は抽選)
費用 無料
申込方法 直接窓 口または電話
申込期限11 月13日
申込・問合せ先 老人会館

3859―9732
あ
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テ ィ バ ル ' 92

区内で活動し ている吹奏楽団が
一堂に会し、迫力ある演奏を披露
します。さわや かな秋の一日をご
家族でお楽し みください。
日時11月15日( 日) 、午前11時～
場所 スイムスポ ーツセンター体
育館( 入場無料)

出演団 体 小学校 から中 学・ 高
校、一般まで16団体

問合せ先 本庁舎( 千庄) ・文化振
興係 　3882―1111㈹

11月の安売りデー
青果物11 月18日( 水) ・‥ 黄緑の
ノボリのあるお店

魚11 月20日( 金) ・・・青いノボリ

のあるお店
主催 じ>東京都青果物商業 協同組
合 千住・西新井・綾瀬支部
関東水産物商業協同組合 西

新井・千住支部
後援 足立区

RECYCLEPAPER
―森林資源を大切に―

I . J . 240, 000


